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衆
議
院
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
特
別
委
員
会
は
六
月
十
三
日
、
一
体
改
革
関
連
法
案
の
採
択

の
前
提
と
な
る
中
央
公
聴
会
を
前
日
に
続
い
て
開
催
さ
れ
た
。
石
澤
全
国
連
会
長
他
、
㈱
日
本
総
合

研
究
所
理
事
長
高
橋
進
氏
等
四
名
が
公
述
人
と
し
て
意
見
陳
情
し
た
。

石
澤
義
文
全
国
連
会
長
が
衆
議
院
公
聴
会
に
出
席

消
費
税
増
税
に
つ
い
て
小
規
模
事
業
者
の
立
場
で
表
明

２　青年部リーダー研修会、専門家派遣事業
３　経営のお得なお話、新卒求人要請、モデル

工場研究会総会
４　経営安定特別相談室、職員協議会講演内容
５　販促ノウハウ、地域資源活用事例
６　障がい者委託訓練、トライアル発注商品、

テクニカル・エンジニア育成塾
７　月刊商工会より抜粋
８　各地のイベント８月

商工
春
秋
ロ
ン
ド
ン
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
開

催
が
間
近
と
な
っ
て
き
た

が
、
い
つ
も
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ

ヤ
ー
と
は
景
況
が
違
い
、
テ
レ
ビ

販
売
が
好
調
で
な
い
。
こ
れ
は
、

「
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
」
や
「
地
デ
ジ
へ

の
移
行
」
が
需
要
の
先
食
い
を
し

た
よ
う
で
あ
る
▼
さ
て
、
も
う
一

つ
の
ス
ポ
ー
ツ
祭
典
が
「
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」
で
あ
り
、
ロ
ン
ド
ン

で
第
十
四
回
目
と
な
る
。
そ
の
競

技
の
中
で
も
、
小
欄
は
、
長
距
離

を
伴
走
者
と
選
手
が
一
緒
に
走
る

姿
に
感
銘
を
受
け
る
。
選
手
と
伴

走
者
の
関
係
は
、
こ
の
世
の
い
か

な
る
関
係
よ
り
強
い
絆
で
結
ば
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
▼
中
小
企
業
へ

の
支
援
に
『
伴
走
型
支
援
』
が
あ

る
。
こ
れ
は
、
企
業
の
課
題
解
決

に
向
け
て
、
支
援
機
関
の
職
員
が
、

経
営
者
に
寄
り
添
い
、
経
営
目
標

を
共
有
し
な
が
ら
支
援
を
行
っ
て

い
く
こ
と
を
理
想
し
て
い
る
▼
商

工
会
で
は
、
職
員
が
「
行
き
ま
す
、

聞
き
ま
す
、
提
案
し
ま
す
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
巡
回
訪
問

に
重
点
を
入
れ
て
い
る
。
地
域
経

済
の
充
実
が
あ
っ
て
こ
そ
成
熟
し

た
国
内
経
済
の
基
盤
が
形
成
さ
れ

る
。
そ
の
原
動
力
で
あ
る
地
域
中

小
企
業
者
の
応
援
を
続
け
て
い
き

た
い
。

　

石
澤
会
長
は
、
昨
年
九
月
に
中

小
企
業
四
団
体
が
共
同
実
施
し
た

調
査
に
よ
る
と
消
費
税
分
を
全
額

価
格
に
転
換
で
き
な
い
と
回
答
し

た
企
業
の
割
合
は
年
商
三
千
万
円

以
下
で
四
十
九
％
、
一
千
万
円
以

下
で
六
十
五
％
に
の
ぼ
り
、

実
際
は
事
業
者
が
自
腹
を

切
っ
て
納
税
し
て
い
る
現
状

を
指
摘
し
た
。「
地
域
の
商

店
は
大
型
店
や
安
売
り
店
の

価
格
に
勝
て
な
い
。
商
店
街

等
の
小
規
模
事
業
者
が
消
費

税
増
税
分
を
販
売
価
格
に
転

換
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
滞
納
者
や
廃

業
す
る
事
業
者
が
増
加
す

る
」
と
し
、
食
品
な
ど
へ
の

軽
減
税
率
適
用
に
つ
い
て
は

「
品
目
ご
と
に
税
率
を
変
更

す
る
作
業
は
困
難
で
、
事
務

負
担
が
重
い
」
と
述
べ
た
。
税
率

引
き
上
げ
が
や
む
を
得
な
い
場
合

は
、
徹
底
し
た
歳
出
削
減
や
大
型

の
景
気
対
策
に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
、

免
税
点
・
簡
易
課
税
の
適
用
上
限

の
引
き
上
げ
な
ど
を
要
請
し
た
。

　

ま
た
質
疑
に
対
し
て
「
行
政
の

合
併
や
郵
政
民
営
化
に
よ
り
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
て
き
た

機
関
が
減
少
す
る
中
で
、
商
工
会

は
最
後
の
砦
で
あ
り
、
き
ず
な
を

形
成
し
て
地
域
を
守
る
役
割
を
果

た
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
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年金はやっぱり富山、高岡、新湊、にいかわ、氷見伏木、砺波、石動の各信用金庫で！！

研修会の様子

　

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
林
紀

孝
会
長
）
は
、
平
成
二
十
四
年
五

月
三
十
一
日
、
富
山
県
中
小
企
業
研

修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
青
年
部
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
を
開
催
し
た
。
本
研
修

会
は
、
青
年
部
組
織
の
運
営
を
担
い
、

地
域
経
済
を
引
率
す
る
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
、
企
業
の
経
営
者
ま
た
は
後
継

者
で
あ
る
青
年
部
役
員
等
が
、
厳
し

い
経
営
環
境
に
対
応
す
る
た
め
の
知

識
を
習
得
す
る
と
と
も
に
地
域
の
先

駆
者
と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
り

青
年
部
組
織
の
運
営
に
貢
献
し
、
商

工
会
組
織
ひ
い
て
は
商
工
業
者
の
健

全
な
発
展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に

開
催
す
る
も
の
で
今
年
は
三
回
シ

リ
ー
ズ
で
の
開
催
を
予
定
し
て
い

る
。　

　

研
修
で
は
、
オ
フ
ィ
ス
エ
ン
カ

レ
ッ
ジ
代
表
の
中
村
慎
一
氏
よ
り
、

｢

リ
ー
ダ
ー
の
輝
き
が
組
織
と
メ
ン

バ
ー
を
育
て
る｣

と
い
う
テ
ー
マ
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
ま
ず
最
初
に
、

研
修
を
受
け
る
と
き
は
そ
の
目
的
と

目
標
、
つ
ま
り
学
び
た
い
こ
と
、
聴

き
た
い
こ
と
を
考
え
受
講
す
る
こ
と

に
よ
り
、
有
意
義
な
研
修
に
な
る
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

リ
ー
ダ
ー
の
役
割
と
は
？
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
？
と
い
う
定
義
に

つ
い
て
参
加
者
全
員
で
討
論
し
た
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
答
え
は
い
く
つ
も
あ

る
だ
ろ
う
が
、
チ
ー
ム・組
織
に
と
っ

て
プ
ラ
ス
の
影
響
力
を
与
え
て
い
る

か
が
最
も
重
要
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
は
組

織
の
ゴ
ー
ル
、
自
分
の
ゴ
ー
ル
を
設

定
し
、
現
状
把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、

で
き
て
い
る
こ
と
、
不
足
・
課
題
だ

と
思
う
こ
と
を
具
体
的
に
上
げ
、
ま

た
一
週
間
以
内
に
で
き
る
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
を
立
て
、
達
成
し
て
い
く

こ
と
が
自
分
を
成
長
さ
せ
て
い
く
と

の
説
明
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
自
分
の

可
能
性
は
自
ら
の
行
動
力
が
作
り
出

す
も
の
な
の
で
、
行
動
プ
ラ
ン
を
具

体
化
し
毎
回
検
証
す
る
こ
と
が
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
成
長
し
て
い
く
の
だ
ろ

う
。

　

商
工
会
と
県
商
工
連
合
会
で
は
中

小
企
業
者
等
の
皆
様
の
経
営
・
製

造
上
の
様
々
な
課
題
に
応
え
る
た
め

に
、
テ
ー
マ
に
即
し
た
専
門
家
派
遣

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
専
門
家
が
企
業
を
訪
問
し
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。
是
非
、
最
寄
り
の

商
工
会
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

エ
キ
ス
パ
ー
ト
バ
ン
ク

　

中
小
企
業
者
等
が
必
要
と
す
る
専

門
的
な
技
術
や
技
能
に
つ
い
て
深
い

知
識
を
有
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
（
専

門
家
）
を
企
業
等
の
要
請
に
応
じ
て

派
遣
し
、
具
体
的
、
実
践
的
な
課
題

に
対
し
て
適
切
な
指
導
・
助
言
を
行

い
ま
す
。
対
象
は
商
工
業
者
及
び
六

次
産
業
化
を
目
指
す
事
業
者
等
で
派

遣
回
数
五
回
ま
で
。
な
お
、
二
回
目
以

降
は
受
益
者
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

地
域
活
性
化

　
　

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

　

産
地
技
術
、
特
産
品
開
発
、
観
光

戦
略
、
他
地
域
と
の
交
流
事
業
を
検

討
し
て
い
る
商
工
会
等
（
内
部
組
織

を
含
む
）
に
、
イ
ベ
ン
ト
事
業
等
の

専
門
家
を
派
遣
し
ま
す
。
加
え
て
、

地
域
資
源
の
活
用
に
よ
る
新
商
品
開

発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
・
事
業
化
を
目
的

と
し
た
指
導
も
実
施
し
ま
す
。
対
象

は
商
工
会
等
、
派
遣
回
数
五
回
ま
で
。

街
お
こ
し
指
導
事
業

　

商
店
街
・
商
業
関
係
グ
ル
ー
プ
の

強
化
、
経
営
の
近
代
化
等
経
営
意
欲

の
あ
る
中
小
小
売
商
業
者
等
の
団
体

を
指
導
対
象
と
し
、
特
に
各
種
商
業

関
係
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
る
地

域
に
つ
い
て
重
点
的
に
指
導
を
行
い

ま
す
。
派
遣
回
数
五
回
ま
で
。

特
産
品
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業

　

特
産
品
事
業
者
等
に
対
し
て
専
門

家
に
よ
る
特
産
品
の
ク
リ
ニ
ッ
ク

（
商
品
改
良
や
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ

ン
等
の
改
良
な
ど
）
を
開
催
し
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
特
産
品
づ
く

り
を
支
援
し
ま
す
。

　

対
象
は
中
小
企
業
者
等
、
派
遣
回

数
三
回
ま
で
。

技
術
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

　

も
の
づ
く
り
関
連
企
業
が
抱
え
る

製
造
課
題
等
に
つ
い
て
、
登
録
さ
れ

て
い
る
技
術
、
製
造
工
作
機
械
等
を

総
合
的
に
分
析
し
な
が
ら
指
導
・
解

決
し
、
連
携
企
業
と
の
技
術
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
検
討
す
る
。
対
象
は
中
小

企
業
者
等
、
派
遣
回
数
三
回
ま
で
。

専
門
家
派
遣
事
業
に
つ
い
て
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企業の繁栄に 特別増強運動展開中 !

商工貯蓄共済制度
ひとつの掛金で３つの備え

● お申し込み・お問い合わせは地元の商工会へ ●

生命
保障
生命
保障貯 蓄 融 資貯 蓄 融 資

企
業
名　

㈲
杉
本
工
業
所

所
在
地　

上
市
町
正
印

代
表
者　

杉
本　

俊
雄

業　

種　

墓
石
加
工
販
売

　

当
社
は
墓
石
を
中
心
と
し
た
石
材

加
工
・
販
売
を
営
ん
で
い
る
。
新
規

に
開
発
し
た
「
回
転
式
納
骨
棚
」「
ス

ラ
イ
ド
式
納
骨
棚
」
を
搭
載
し
た
墓

石
は
、
納
骨
時
の
身
体
的
負
担
を
軽

減
し
利
便
性
を
高
め
た
商
品
で
あ
る
。

◆
取
組
の
き
っ
か
け

　

近
年
の
墓
石
業
界
は
外
国
石
材
・

国
内
石
材
を
問
わ
ず
人
件
費
の
安
い

中
国
で
加
工
を
行
い
、
完
成
品
を
輸

入
し
て
販
売
す
る
手
法
が
主
流
で
、

異
業
種
か
ら
の
参
入
も
あ
っ
て
価
格

競
争
が
激
化
し
て
い
る
。
市
場
の
停

滞
も
あ
り
、
今
後
の
事
業
展
開
に
不

安
を
抱
い
た
経
営
者
が
商
工
会
へ
相

談
に
訪
れ
た
。
指
導
員
か
ら
は
、
今

一
度
現
在
の
事
業
内
容
を
見
直
し
、

将
来
に
向
け
た
事
業
計
画
と
売
上
目

標
を
立
て
、
計
画
遂
行
に
向
け
て
取

組
ん
で
い
く
こ
と
を
薦
め
た
。
併
せ

て
前
述
の
新
商
品
が
特
許
等
を
取
得

し
て
お
り
、
事
業
の
新
規
性
に
も
該

当
す
る
こ
と
か
ら
、
経
営
革
新
計
画

の
認
定
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

◆
取
組
の
内
容

　

売
上
を
伸
ば
す
為
に
は
顧
客
と
の

つ
な
が
り
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス

と
顧
客
管
理
に
重
点
を
置
い
た
。
独

自
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
で
あ
る
、
購
入

後「
十
年
間
の
無
料
点
検
」は
、日
程・

要
員
管
理
を
徹
底
す
る
こ
と
で
更
な

る
業
務
効
率
化
を
図
っ
た
。
ま
た
墓

石
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
で
は
専
任
者
を
養

成
し
、
よ
り
高
品
質
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
通
し

て
購
入
者
の
顧
客
満
足
度
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、
顧
客
ら
の
ク
チ
コ

ミ
を
商
談
成
約
に
結
び
付
け
、
売
上

拡
大
と
企
業
ブ
ラ
ン
ド
の
醸
成
を
目

指
す
。
ま
た
「
お
客
様
の
身
に
な
っ

て
」
と
い
う
当
社
の
理
念
を
全
従
業

員
に
浸
透
さ
せ
、
業
務
へ
の
意
識
付

け
を
徹
底
す
る
。

◆
計
画
の
認
定
を
受
け
て

　

経
営
者
か
ら
は
、
今
回
の
取
組
に

よ
り
自
社
の
強
み
弱
み
を
再
認
識

し
、
将
来
の
目
標
を
明
確
に
設
定
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
の
評
価
を
受
け

た
。
四
年
後
に
は
約
二
十
％
の
売
上

増
加
を
目
指
す
。

◉
通
常
総
会
開
催
さ
れ
る

　

県
商
工
会
モ
デ
ル
工
場
研
究
会

（
高
野
修
成
代
表
幹
事
）
は
、
六
月
八

日
、
福
野
タ
ウ
ン
ホ
テ
ル
に
て
平
成

二
十
四
年
度
通
常
総
会
を
開
催
し
、

先
進
企
業
視
察
や
セ
ミ
ナ
ー
開
催
等

の
交
流
事
業
お
よ
び
親
睦
事
業
を
実

施
す
る
計
画
な
ど
を
承
認
し
た
。

◉
会
員
募
集
に
つ
い
て

　

本
会
は
、
経
営
の
合
理
化
に
関
す

る
研
究
を
通
じ
て
会
員
企
業
の
資
質

向
上
を
図
り
、
地
域
産
業
の
振
興
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

経
営
革
新
や
経
営
の
合
理
化
等
に

取
組
む
企
業
で
、
本
会
の
目
的
に
賛

同
頂
け
る
企
業
を
随
時
募
集
し
て
お

り
ま
す
。
詳
し
く
は
富
山
県
商
工
会

連
合
会
も
し
く
は
最
寄
の
商
工
会
ま

で
。

開会の挨拶をする高野代表

「新規学校卒業者に対する求人確保」
を要請

企
業
の
長
期
的
な
発
展
を
見
据
え

「
新
規
学
校
卒
業
者
」に
対
す
る

雇
用
拡
大
を
！

　

来
春
の
新
規
学
校
卒
業
者
に
対
す

る
求
人
は
、
歴
史
的
な
円
高
や
東

日
本
大
震
災
の
影
響
等
に
よ
り
、
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
六
月
四
日
、

県
や
県
教
育
委
員
会
、
富
山
労
働
局

が
、
県
商
工
会
連
合
会
ら
経
済
団
体

に
「
新
規
学
校
卒
業
予
定
者
に
対
す

る
求
人
の
確
保
」
の
要
請
を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
「
大
学
や
高
校
等
の
卒
業

予
定
者
は
、
地
元
の
産
業
界
で
就
職

し
活
躍
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て

い
る
」
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

　

今
後
も
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
済

環
境
が
続
く
と
予
想
さ
れ
る
が
、
企

業
の
長
期
的
な
発
展
を
見
据
え
て
の

将
来
を
担
う
若
い
人
材
の
正
規
で
の

採
用
は
大
変
重
要
で
あ
る
の
で
、
会

員
企
業
に
伝
え
た
い
と
し
た
。
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商工会職員資質向上研修会

総務課

 

経
営
安
定

　
特
別
相
談
室
⑨

中
小
企
業
の
事
業
継
続
計
画

～
緊
急
事
態
が
発
生
‼

　
　
会
社
の
備
え
は

　
　
　
　
大
丈
夫
で
す
か
～

【
事
業
継
続
計
画
と
は
】

　

企
業
が
自
然
災
害
や
大
火
災
、
感

染
症
の
流
行
な
ど
の
緊
急
事
態
に
遭

遇
し
た
場
合
に
お
い
て
、
事
業
資
産

の
損
害
（
停
電
、
工
場
の
倒
壊
、
従

業
員
の
出
社
停
止
、
情
報
漏
洩
な
ど
）

や
原
材
料
の
調
達
・
販
売
の
影
響
を

最
小
限
に
と
ど
め
つ
つ
、
中
核
と
な

る
事
業
の
継
続
あ
る
い
は
早
期
復
旧

を
可
能
に
す
る
た
め
、
緊
急
時
に
お

け
る
事
業
継
続
の
た
め
の
方
法
、
手

段
な
ど
を
予
め
定
め
て
お
く
行
動
計

画
の
こ
と
で
す
。

【
な
ぜ
必
要
か
】

　

災
害
等
の
発
生
時
、
お
客
さ
ま
や

従
業
員
の
安
全
を
守
る
事
が
第
一
で

す
が
、
な
る
べ
く
事
業
を
止
め
ず
に
、

い
か
に
早
く
事
業
を
復
旧
す
る
か
が

重
要
で
あ
り
、
会
社
が
緊
急
事
態
を

生
き
抜
く
た
め
に
行
動
計
画
が
必
要

で
す
。

　

事
業
継
続
計
画
を
お
考
え
の
方

は
、
最
寄
り
の
商
工
会
又
は
県
商
工

会
連
合
会
の
窓
口
へ
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
六
月
二
日
富
山
市
内
ホ
テ
ル
に
お
い
て
商
工
会
職
員
を
対
象
に
資
質
向
上
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。
石
澤
義
文
県
連
会

長
を
講
師
に
む
か
え
、〝
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
職
員
と
し
て
〟
を
テ
ー
マ
に
講
演
さ
れ
た
。

講
演
内
容
よ
り

＊
商
工
会
の
活
動
の
原
点

　

会
員
の
減
少
と
組
織
率
の
低
下

に
対
応
す
る
た
め
に
、
商
工
会
は
、

今
一
度
活
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

地
域
商
工
業
の
総
合
的
改
善
発
達

を
図
る
総
合
経
済
団
体
と
し
て
、

ま
た
、
中
小
企
業
、
と
り
わ
け
小

規
模
企
業
の
支
援
団
体
と
し
て
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
地
域
に
貢
献
し
、
会
員

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
す
る
活
動

を
展
開
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

商
工
会
の
活
動
の
原
点
は
巡
回
訪

問
で
あ
る
。

　
〝
商
工
会
は
行
き
ま
す　

聞
き

ま
す　

提
案
し
ま
す
〟
と
い
う
、

経
営
指
導
員
の
果
た
す
べ
き
役
割

が
ス
ト
レ
ー
ト
に
盛
り
込
ま
れ
た

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
も
と
、
今

後
は
、
特
に
、
最
後
の
〝
提
案
し

ま
す
〟
の
部
分
を
一
層
強
化
し
、

会
員
事
業
者
の
販
路
拡
大
に
つ
な

が
る
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
が
、

求
め
ら
れ
る
。
会
員
企
業
の
支
援

ニ
ー
ズ
は
、
年
々
、
高
度
化
・
多

様
化
し
て
お
り
、
こ
れ
に
的
確
に

対
応
す
る
こ
と
が
、
以
前
に
も
増

し
て
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

　

現
場
の
第
一
線
で
会
員
に
接
し

て
い
る
商
工
会
職
員
が
、
日
々
研

さ
ん
を
重
ね
、
常
に
、
会
員
の
満

足
度
を
高
め
る
努
力
が
必
要
で
あ

る
。

＊
内
部
資
格
制
度
の
創
設

　

全
国
連
で
は
、
経
営
革
新
等
の

専
門
的
指
導
に
関
す
る
一
定
の
研

修
制
度
等
を
修
了
し
た
商
工
会
職

員
を
〝
経
営
支
援
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
〟

と
し
て
、
全
国
連
が
認
定
す
る
内

部
資
格
制
度
を
、
昨
年
九
月
に
創

設
し
た
。

　

全
国
の
注
目
度
も
高
く
、
皆
さ

ん
も
、
こ
の
制
度
を
一
つ
の
目
標

と
し
て
目
指
し
て
も
ら
い
た
い
。

＊
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
最
後
の

　
砦
と
し
て

　

全
国
的
な
問
題
点
と
し
て
、
懸

念
し
て
い
る
こ
と
は
、地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
疲
弊
を
極
め
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
合
併
に
よ
っ
て
、
従

来
の
役
場
や
農
協
な
ど
の
機
能
が

失
わ
れ
、
疲
弊
を
極
め
る
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
活
動
を
積
極

的
に
展
開
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

地
域
に
根
差
し
た
、
唯
一
の
総

合
経
済
団
体
で
あ
る
商
工
会
が
、

巡
回
訪
問
を
一
層
強
化
し
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
守
る
最
後
の
砦

と
し
て
、
防
犯
・
防
災
活
動
、
高

齢
者
福
祉
、
伝
統
文
化
の
継
承
も

含
め
た
地
域
を
支
え
る
活
動
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
。



平成 24 年 7 月 1 日発行（毎月 1 回 1 日発行）　VOL.445 昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

5

■
井
波
彫
刻
の
歴
史

　

伝
統
工
芸
「
井
波
彫
刻
」
は
、
江

戸
時
代
（
一
七
六
三
年
）
に
焼
失
し

た
古
刹
「
瑞
泉
寺
」
の
再
建
時
に
、

京
都
の
彫
刻
師
が
伝
え
た
こ
と
が
始

ま
り
と
さ
れ
る
。
地
元
大
工
が
そ
の

技
を
習
得
し
師
弟
関
係
に
よ
り
現
在

も
脈
々
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
地
は
昔
、
加
賀
藩
御
用
木
材

を
飛
騨
か
ら
庄
川
を
流
送
し
、
こ

こ
か
ら
陸
送
す
る
拠
点
と
な
っ
て
い

た
の
で
木
材
に
関
係
す
る
地
場
産
を

中
心
に
大
い
に
栄
え
た
。
㈱
山
秀
木

材
も
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
創
業
は

製
材
業
で
あ
る
。
そ
の
後
、
持
ち

味
で
あ
る
多
種
多
様
の
木
材
を
扱

え
る
こ
と
や
、
製
材
か
ら
設
計
施

工
ま
で
一
貫
し
て
管
理
で
き
る
こ

と
を
強
み
と
し
て
住
宅
施
工
部
門

ヤ
マ
ヒ
デ
ホ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。

■
新
た
な
こ
こ
ろ
み

　

昨
年
、
樽
材
家
具
職
人
を
採
用

し　
「T

A
RU
Y
U
M
E　

furniture
studio

」
を
オ
ー
プ
ン
。
樽
材
加
工

の
特
許
を
有
す
る
技
術
と
豊
富
な
素

材
を
利
用
し
た
家
具
は
、
都
市
部
の

百
貨
店
を
中
心
に
好
評
を
得
て
、
確

実
に
売
上
を
伸
ば
し
て
い
る
。
最
近

は
新
築
住
宅
の
内
装
と
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
ト
さ
れ
た
家
具
を
提
案
す
る

こ
と
で
新
た
な
販
路
を
生
ん
だ
。

■
企
業
理
念
か
ら
生
ま
れ
た
新
商
品

　

天
然
無
垢
の
空
間
の
良
さ
を
、
よ

り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
使
命
の
ひ
と
つ
と
し
て
い
る
㈱

山
秀
木
材
は
、
伝
統
や
技
術
の
伝
承

を
重
ん
じ
る
社
風
で
、
大
工
職
人
の

伝
統
工
法
と
同
じ
よ
う
に
「
井
波
彫

刻
」
の
匠
の
技
を
後
世
に
残
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
。
そ
こ
で
樽
材
家
具

の
中
に
「
井
波
彫
刻
」
を
入
れ
た
八

角
テ
ー
ブ
ル
、
波
型
テ
ー
ブ
ル
、
シ

ス
テ
ム
ラ
ッ
ク
の
三
種
の
商
品
開
発

に
取
り
組
む
事
と
し
た
。
人
気
の
樽

材
テ
ー
ブ
ル
の
中
央
を
く
り
抜
き
、

上
部
に
ガ
ラ
ス
を
の
せ
て
蓋
を
す
る

形
に
し
て
、
中
に
透
か
し
彫
り
や
レ

リ
ー
フ
、
置
物
な
ど
季
節
や
個
人
の

好
み
の
パ
ー
ツ
を
は
め
込
ん
で
楽
し

め
る
も
の
を
考
案
。
同
様
に
シ
ス
テ

ム
ラ
ッ
ク
に
も
、
桟
と
桟
の
間
に
彫

刻
や
写
真
プ
レ
ー
ト
な
ど
を
差
し
込

▼八角テーブル　材料＝樽材 ▼システムラック ▼テーブル中央のデザイン画

め
る
も
の
を
考
え
て
い
る
。
テ
ー
ブ

ル
の
は
め
込
み
の
規
格
が
決
ま
れ

ば
、
い
く
つ
か
の
彫
刻
パ
ー
ツ
を
購

入
で
き
る
た
め
、
大
き
い
彫
刻
品
で

は
な
い
こ
と
か
ら
安
価
で
彫
刻
を
楽

し
め
る
こ
と
が
新
た
な
販
路
を
生
む

と
考
え
て
い
る
。

■
海
外
市
場
を
ね
ら
っ
て

　

家
具
職
人
と
彫
刻
師
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
新
し
い
商
品

は
、
デ
フ
レ
の
影
響
な
ど
が
あ
り
家

具
市
場
規
模
が
縮
小
し
て
い
る
国

内
で
は
な
く
、
日
本
製
品
を
好
む

中
国
富
裕
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
す

る
。
来
訪
し
た
中
国
人
観
光
客
の

TA
RUYUM

E

商
品
に
対
す
る
反
応

が
良
い
こ
と
や
「
井
波
彫
刻
」
の
巧

妙
な
技
に
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
こ
と
も
そ
の
要
因
で
あ

る
。
中
国
語
版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
制
作

や
中
国
で
の
見
本
市
出
展
の
手
続
き

が
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
「
井
波
彫
刻
」
の
伝
統
の
技
は
、

そ
の
時
々
の
生
活
様
式
の
中
に
取
り

入
れ
ら
れ
る
よ
う
変
化
し
て
き
た
と

い
う
。
調
度
品
が
演
出
す
る
空
間
に
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消
費
者
の
変
化
を
捉
え
よ
う

　
　
～
ネ
タ
消
費
～

　

先
日
、
日
経
新
聞
に
ネ
タ
消
費

に
関
す
る
記
事
が
あ
っ
た
。
ネ
タ

消
費
と
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
や

ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
に
頻
繁
に
書
き
込
み
を

す
る
人
が
、
他
人
か
ら
の
共
感
を

得
た
り
、
自
分
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

り
と
い
っ
た
目
的
で
ネ
ッ
ト
で
話

題
に
な
り
そ
う
な
消
費
を
す
る
こ

と
、
だ
そ
う
だ
。（
平
成
二
十
四
年

五
月
三
十
日
／
日
本
経
済
新
聞
）

　

あ
く
ま
で
も
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の

〝
ネ
タ
〟
と
し
て
の
消
費
で
あ
る
為
、

一
回
き
り
の
消
費
と
な
る
。
こ
の
一

回
き
り
の
消
費
を
ニ
ー
ズ
と
捉
え

た
、
一
回
講
座
の
料
理
教
室
等
の

習
い
事
も
人
気
を
集
め
て
い
る
よ

う
だ
。
例
え
ば
美
容
室
で
カ
ッ
ト

後
に
写
真
を
撮
っ
た
り
、
飲
食
店

で
個
性
的
な
盛
り
付
け
方
や
提
供

方
法
を
行
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

一
度
だ
け
の
消
費
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
固
定

客
に
な
る
可
能
性
も
あ
る
。
ま
た

話
題
性
を
意
識
し
た
投
稿
で
あ
る

為
、
口
コ
ミ
効
果
が
期
待
で
き
る
。

消
費
者
の
変
化
を
捉
え
、
お
店
づ

く
り
に
活
か
し
て
は
ど
う
だ
ろ
う
。

今
日
か
ら
活
用 

販
促
ノ
ウ
ハ
ウ

芸
術
性
の
高
い
技
が
ア
ク
セ
ン

ト
と
な
り
生
活
に
潤
い
を
与
え

る
。
な
お
、
当
取
り
組
み
は
、

六
月
に
富
山
県
地
域
資
源
フ
ァ

ン
ド
事
業
の
認
定
を
受
け
た
。

 

地
域
資
源
活
用
事
例

〜
伝
統
の
技「
井
波
彫
刻
」を
樽
材
家
具
に
取
り
入
れ
て
、
中
国
へ
〜
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社会での雇用にご協力ください！！社会での雇用にご協力ください！！
障がいがあっても地域で明るく暮らし続けるために・・・

ださい！力く協力にご協雇用会での社会での雇用にご協力ください会での雇用にご協力ください社会での雇用にご協力ください！！

障がい者委託訓練「実践能力習得訓練コース」の
受託事業所を募集しています。

障がい者委託訓練「実践能力習得訓練コース」の
受託事業所を募集しています。

　当事業は、障がい者の態様及び地域の障がい
者雇用ニーズに対応した職業能力開発を実施す
ることにより、就職に必要な知識・技能を習得し、
障がい者の就職促進を図ることを目的とします。

受講対象者　障がいのある方で就職に向け、就業意欲が高い方
訓 練 期 間　原則３ヵ月間
訓 練 時 間　事業所の所定時間内
委　託　料　障がいの程度に拘わらず、訓練生一人当たり月額63,000円（税込）

問合せ先　 富山県技術専門学院　富山市向新庄町1-14-48   電話 076-451-3508　または、最寄りのハローワークまで

※申請相談は随時受付けています。

トライアル発注商品の申請募集！！ トライアル発注商品の申請募集！！ 

7月2日（月）から7月31日（火）まで募集（申請受付）期間

　県では、ベンチャー企業・中小企業等の開発した新商品をトライアル発注商品として認定し、認定された商品
の試し買いに努めるほか、購入した商品について使用後の意見をフィードバックするなど、中小企業者のさらな
る新商品開発や改善、販路拡大を応援します。
　詳細については、富山県商工労働部経営支援課のHPよりご覧ください。
　申請書・実施要綱等は、HPからダウンロードできます。

http://www.pref.toyama.jp/cms_sec/1300/kj00002150-001-01.html
お問合せ先：経営支援課　創業・ベンチャー係（TEL076－444-3247）

事業主の皆
様へ

■事業の目的　この塾では、企業の生産技術力の強化と設計部門（技術者）と製造部門（技能者）の橋渡し役となる生産技術部門を担う
テクニカル・エンジニアの育成を図ります。

■開催日　平成24年8月１日（水）、８月２日（木）の２日間　　　　■場　所　ボルファートとやま（富山市奥田新町８－１）
■対象者　企業の生産技術部門・製造部門の管理監督者・担当者等（定員15名）
■内　容　（1）講義・演習　講師：パナソニック エコソリューションズ創研㈱　技術製造研修センター 次長　田中　豊 氏

　　　・講義（QCDSレベル向上の考え方、デザインレビューの重要性と効果など）
　　　・個別演習（生産技術力向上のための生産工程の改善と評価）
　（2）講話　講師：㈱不二越　工具事業部 生産技術部 部長　江藤 寿晃 氏
　　　・㈱不二越における生産技術部門とデザインレビューの取り組み事例の紹介
　（3）交流会　・講師や参加者相互による情報交換、ネットワークの形成

■参加料　8,000円（テキスト代、昼食代、交流会費）

申し込み・問い合わせ先 富山県商工労働部職業能力開発課　内山、西野　TEL (076)444-3260　FAX (076)444-4406

平成24年度  第1回「テクニカル・エンジニア育成塾」開催のご案内平成24年度  第1回「テクニカル・エンジニア育成塾」開催のご案内平成24年度  第1回「テクニカル・エンジニア育成塾」開催のご案内
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客
の
回
遊
を
促
進
」

奈
良
県
生
駒
郡
商
工
会
広
域
協
議
会

　

当
協
議
会
で
は
、
平
成
十
八
年

度
よ
り
ガ
イ
ド
組
織
と
連
携
し
て

名
所
旧
跡
を
巡
る
ツ
ア
ー
を
始
め

た
。
二
十
一
年
度
か
ら
は
着
地
型

観
光
情
報
サ
イ
ト
「
旅
の
発
見
」

を
活
用
し
て
全
国
に
観
光
体
験
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
発
信
、
二
十
三
年
度

ま
で
千
六
百
人
を
集
客
し
た
。
現

在
サ
イ
ト
で
募
集
し
て
い
る
の
は

十
五
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
現
地
集
合
・

現
地
解
散
が
基
本
。
法
隆
寺
や
近

隣
寺
院
の
拝
観
、大
和
野
菜
を
使
っ

た
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
の
昼
食
、
中

宮
寺
で
の
抹
茶
体
験
な
ど
。
聖
徳

太
子
ゆ
か
り
の
霊
山
・
信
貴
山
に

あ
る
宿
坊
で
は
、
日
帰
り
型
・
宿

泊
型
の
僧
侶
体
験
談
を
実
施
、「
玉

蔵
院
」
で
は
半
日
の
僧
・
尼
僧
体

験
を
提
供
し
て
い
る
。
写
仏
や
写

経
、
座
禅
な
ど
を
通
じ
て
精
神
力

を
鍛
え
、
抹
茶
や
精
進
料
理
を
味

わ
う
。
尼
僧
の
衣
装
は
レ
ン
タ
ル

で
き
、
女
性
参
加
者
か
ら
「
修
行

気
分
が
高
ま
る
」
と
評
判
も
上
々
。

新
た
に
五
商
工
会
が
震
災

復
興
・
軽
ト
ラ
市
を
実
施

栃
木
県　

県
連
・
県
内
五
商
工
会

　

県
連
合
会
は
震
災
復
興
支
援
策

の
一
環
と
し
て
二
十
四
年
十
一
月

　アイディアが浮かぶと同時に、発明者の皆さんを悩ませる問題の数々…。そ
んな発明者の悩みを少しでも軽くするために、富山県発明協会では定期的に無
料相談会を開催しています。相談会は午前中に行います。

開催月
高岡会場 富山会場

富山県発明協会（1F 事務所内） 富山県民会館

8 月 1，8，22，29 日 2，9 日
9 月 5，12，19，26 日 6，13 日

【お問い合わせ・申込先】　一般社団法人　富山県発明協会
高岡会場：高岡市二上町150　富山県工業技術センター内　TEL0766-25-7259
富山会場：富山市高田527　　㈶富山県新世紀産業機構内　TEL076-432-1119

平成24年度  無料発明相談会のご案内

総
合
情
報
誌　

月
刊
「
商
工
会
」
よ
り
抜
粋

商
工
会
が
下
請
け
企
業
や

従
業
員
の
再
就
職
支
援

鹿
児
島
県　

日
置
商
工
会

　

大
手
電
機
メ
ー
カ
ー
の
半
導
体

工
場
の
閉
鎖
に
伴
い
、
日
置
商
工

会
（
西
陽
三
会
長
）
は
、
国
や
県
、

市
と
連
携
し
て
下
請
け
企
業
や
従

業
員
の
支
援
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
工
場
は
円
高
や
海
外
企
業

と
の
競
争
が
激
化
す
る
中
で
、
機

能
を
海
外
や
県
外
工
場
に
移
転
す

る
の
に
伴
い
閉
鎖
さ
れ
る
も
の
。

商
工
会
で
は
「
緊
急
経
営
安
定
特

別
相
談
室
」
を
設
け
、
金
融
相
談

や
下
請
け
企
業
の
業
種
転
換
、
地

元
従
業
員
の
再
就
職
な
ど
を
支
援

し
て
い
る
。
従
業
員
支
援
で
は
、

県
や
市
内
の
会
員
企
業
に
従
業
員

の
受
け
入
れ
を
要
請
。「
八
十
社
に

お
願
い
し
、
そ
の
う
ち
六
十
七
社
、

二
百
三
十
名
受
け
入
れ
て
頂
き
ま

し
た
。日
置
市
内
で
は
、三
十
二
社
、

百
四
十
名
の
受
入
れ
申
込
み
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
」（
内
田
事
務
局

長
）
ま
た
、
二
月
に
は
同
市
内
に

大
型
ス
ー
パ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

そ
こ
で
商
工
会
は
、
商
店
街
の
若

手
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
会
の
実
施

や
温
泉
と
薩
摩
焼
の
窯
元
を
活
か

し
た
体
験
型
観
光
の
開
発
で
商
店

街
の
活
性
化
を
支
援
し
て
い
る
。

輝
け
商
工
会

Ｊ
Ｒ
の
無
人
化
駅
を
運
営

岐
阜
県
下
呂
市　

萩
原
町
商
工
会

　

萩
原
町
商
工
会
（
桂
川
幹
夫
会

長
）
は
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
高
山
線
の

飛
騨
萩
原
駅
の
無
人
化
を
決
め
た

こ
と
か
ら
、
四
月
か
ら
職
員
四
名

を
配
置
し
当
駅
の
運
営
を
始
め
た
。

　

職
員
は
大
正
時
代
の
女
学
生
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
和
装
袴
姿
で
、
切

符
の
販
売
や
乗
客
の
出
迎
え
な
ど

の
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
七
月
中

に
は
駅
舎
を
改
装
し
、
観
光
案
内

所
や
地
元
の
特
産
品
の
販
売
所
も

設
置
し
て
飛
騨
萩
原
駅
を
町
の
観

光
拠
点
に
す
る
計
画
だ
。
定
期
券

や
往
復
切
符
の
購
入
を
利
用
者
に

呼
び
掛
け
四
月
の
売
上
が
昨
年
よ

り
百
万
円
ア
ッ
プ
し
た
。
観
光
に

生
き
る
町
・
イ
キ
イ
キ
タ
ウ
ン
萩

原
を
目
指
し
て
観
光
施
策
も
充
実
。

地
元
商
店
街
と
農
家
が
連
携
し
毎

週
金
曜
日
に
〝
飛
騨
街
道
天
領
朝

市
〟
を
開
催
。
三
千
円
で
三
軒
の

お
店
を
ハ
シ
ゴ
で
き
る
〝
飛
騨
街

道
お
し
祭
り
〟
も
開
催
。
職
員
み

ん
な
で
参
加
者
を
ワ
ゴ
ン
車
で
送

迎
し
た
。「
駅
前
商
店
街
の
衰
退

や
、
利
便
性
や
教
育
環
境
の
悪
化
、

観
光
へ
の
影
響
を
懸
念
し
引
受
け

る
こ
と
に
し
た
。
商
圏
人
口
の
減

少
や
郊
外
型
大
型
店
の
出
現
に
よ

る
地
元
客
の
減
少
を
埋
め
る
に
は
、

潜
在
的
成
長
力
の
大
き
い
観
光
客

の
誘
致
が
不
可
欠
。」（
桂
川
会
長
）

と
し
て
、
新
た
な
観
光
指
針
を
加

え
、
一
般
商
業
か
ら
観
光
商
業
を

目
指
し
、
指
針
の
見
直
し
を
行
っ

た
。日

本
礼
讃

こ
こ
に
し
か
な
い
ツ
ー
リ
ズ
ム

「
古
都
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
観
光

十
一
日
、
宇
都
宮
市
オ
リ
オ
ン
通

り
地
区
を
会
場
に
「
震
災
復
興

〝
ス
ー
爺
サ
ン
タ
〟
の
軽
ト
ラ
市
」

を
実
施
す
る
。
軽
ト
ラ
約
八
十
台

が
参
加
予
定
。
昨
年
度
も
八
商
工

会
が
参
加
し
延
べ
十
一
回
開
催
さ

れ
好
評
だ
っ
た
が
、
今
年
は
す
で

に
五
商
工
会
が
実
施
を
計
画
。
復

興
支
援
と
商
店
街
活
性
化
、
に
ぎ

わ
い
の
再
創
出
、
知
名
度
の
低
い

事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
が
目
的
で
、

中
心
市
街
地
の
衰
退
に
歯
止
め
を

か
け
る
。

和装袴の駅員が乗降客を出迎える
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第57回立山まつり

ふれあい青空市
「やまだの案山子」

有峰森林文化村祭り

第27回ふなはしまつり

リバ－サイドフェスタ2012
　　　　　　　　　　（高岡市福岡町）

入善ふるさと七夕まつり

東町・西町「フラワープロムナード」
＆「納涼祭」

ユカタデダンス

なりひら風の市

風の盆ステ－ジ

つくりもん朝市（高岡市福岡町）

ふるさと観光上市まつり

ふるさと商工まつり2012
「第24回下条川まつり」

つざわ川まつり納涼花火大会

華街道くれは祭り

ふるさと商工まつりin大島

第6回たてやまドンドン祭り

第19回大沢野花火大会

夏まつりRIVERSIDE2012

おわら風の盆前夜祭

福野ビッグ夏の市
＆スキヤキ・ミ－ツ・ザ・ワ－ルド2012

立山山麓音楽祭

安田城月見の宴

7／28（土）

８月 土曜・日曜

８／4（土）

８／4（土）

８／5（日）

８／５（日）～７（火）

8／10（金）～11（土）
大納涼祭は8／11（土）のみ

８／11（土）

８／11（土）

８／11（土）・２5（土）

8／12（日）

８／１２（日）～１３（月）

８／１３（月）

８／１５（水）

８／18（土）

８／18（土）

８／18（土）

８／18（土）

８／19（日）

８／２０（月）～３０（木）

８／24（金）～２5（土）

８／２5（土）

８／２5（土）

076-463-1221

076-457-2333

076-483-1420

076-464-1516

0766-64-1426

0765-72-0163

076-455-3181

0763-22-2536

076-455-3181

076-454-5138

0766-64-0009

076-472-0716

0766-55-0072

0766-61-2356

076-436-0135

0766-52-1329

076-463-1221

076-467-1963

0766-67-0756

076-454-5138

0763-22-2536

076-483-1420

076-469-2495

イベント名 開 催 日 お問合せ先

８月月各地の

立山舟橋商工会

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

富山市南商工会大山支部

ふなはしまつり実行委員会
（立山舟橋商工会舟橋支所内）

リバ－サイドフェスタ２０１2
　　　　　　  実行委員会

入善町商工会

東町・西町商工振興会

南砺市商工会福野事務所

なりひら風の市実行委員会

越中八尾観光協会

つくりもん市実行委員会

上市町商工会

射水市商工会小杉本所

小矢部市商工会津沢支所

富山市北商工会呉羽支所

射水市商工会大島支所

立山舟橋商工会

富山市南商工会
　　　大沢野支部センター

小矢部市商工会小矢部支所

おわら風の盆行事運営委員会

南砺市商工会福野事務所

富山市南商工会大山支部

安田城月見の宴実行委員会

多彩なニーズにお応えします。

〒939-2741 富山県富山市婦中町中名1554-23
TEL (076)465-2341(代)  FAX (076)465-2340
URL http://www.nakatani-p.co.jp　E-mail info@nakatani-p.co.jp

ISO14001  認証取得

ISO 9001  認証取得


